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中島 隆之

令
和
５
年
の
年
頭
に
あ
た
り
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
た
め
入

退
院
の
停
止
・
制
限
を
頻
繁
に
余
儀
な
く

さ
れ
、
地
域
医
療
連
携
に
関
わ
る
皆
様
に

は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
こ
と
を
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
か
ね
て
よ
り
計
画
し
て

お
り
ま
し
た
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
い
た
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
患
者
さ
ん
の
情
報
が

一
元
化
さ
れ
、
皆
様
と
の
連
携
が
よ
り
迅

速
に
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
当
方

も
早
く
電
子
カ
ル
テ
と
い
う
手
段
に
慣
れ

て
、
遅
滞
の
な
い
医
療
連
携
を
実
現
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
対
す
る

社
会
的
な
対
応
は
転
換
し
て
い
く
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
病
気
自
体
は
変
わ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
皆
様
が
健

康
な
一
年
を
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

理
事
長

年
頭
挨
拶
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今日の名言・格言

「犠牲なき献身こそ真の奉仕です」
フローレンス・ナイチンゲール（Florence Nightingale）の
書き残した「看護覚え書」より

看護や奉仕を行うには、自分の時間や身体
を犠牲にするのでなく、自分が満たされて
いることが大切であり、自分が満たされて
いるからこそ、ヒトに尽くすことができま
す。忙しい日々・現場の中で、どのような
観察や行動が重要なのでしょうか。

このコーナーは不定期に掲載いたします
先人・偉人から学ぶ

活
動
報
告

摂
食
嚥
下
委
員
会

令
和
4

年
5

月
に
「
摂
食
・
嚥
下
委

員
会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
委
員

会
は
、
【
多
職
種
で
連
携
し
、
摂
食
機

能
療
法
の
必
要
性
を
普
及
し
、
成
果
向

上
を
図
る
】
【
入
院
患
者
に
お
け
る
誤

嚥
性
肺
炎
予
防
の
推
進
】
【
嚥
下
障
害

に
携
わ
る
専
門
性
の
高
い
人
材
を
育

成
】
以
上
を
目
的
と
し
、
活
動
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、X

線
嚥
下
造
影
検
査

（V
F

）
や
嚥
下
内
視
鏡
検
査
（V

E
）

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、
検
査
の

手
順
・
基
準
の
見
直
し
を
す
る
と
と
も

に
、
入
院
時
よ
り
飲
み
込
み
に
つ
い
て

の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
強
化
し
、
言
語
聴

覚
士
だ
け
で
は
な
く
看
護
師
も
、
患
者

さ
ん
の
嚥
下
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
適
切

に
実
施
出
来
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の

委
員
会
で
、
今
後
の
課
題
も
多
い
で
す

が
、
医
師
、
看
護
師
、
言
語
聴
覚
士
、

作
業
療
法
士
、
理
学
療
法
士
、
管
理
栄

養
士
な
ど
、
多
職
種
ス
タ
ッ
フ
が
協
力

し
て
、
質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
ま
す
。

歯科医師、言語聴覚士を講師に、
口腔の機能や口腔ケア、嚥下スク
リーニングについて等、動画に
よる研修会を6回実施しました。
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